
全国医療ソーシャルワーカー協会会⾧会 第３１回会議 議事録 

 

日時:2023 年８月２６日（土）1３:３0～１６:０0 

会場:大分県中小企業会館大会議室+オンライン（Zoom） ハイブリッド開催 

出席:4４協会 

直接参加:北海道、栃木、群馬、栃木、千葉、東京、新潟、⾧野、静岡、三重、広島、徳島、

兵庫、香川、福岡、佐賀、宮崎、大分、⾧崎、日本協会 

Web 参加:北海道、青森、山形、岩手、秋田、茨城、群馬、埼玉、神奈川、富山、石川、

福井、山梨、岐阜、愛知、滋賀、京都、大阪、和歌山、鳥取、岡山、山口、徳

島、愛媛、高知、熊本、鹿児島、沖縄、日本協会 

欠  席 :４協会 

現地参加は２０協会２６名、web 参加は３０協会 3９アカウントの参加 

 

議 事 

１．事務連絡・組織運営部挨拶 

 

２．開会挨拶  

 （一社）大分県医療ソーシャルワーカー協会 会⾧／ 

第 72 回全国大会 大会⾧ 脇坂健史 

 

３．司会紹介 

（一社）福岡県医療ソーシャルワーカー協会 会⾧／ 

全国医療ソーシャルワーカー協会会⾧会 副代表 浦川雅広 

 

４．全国医療ソーシャルワーカー協会基礎調査２０２３報告 

  （公社）日本医療ソーシャルワーカー協会組織運営部西田理事 

 

５．グループワーク 

   現地:５グループ ／ web:８グループ 

   メンバー入れ替え、２回実施。 

   テーマは、それぞれの協会で困っていること、課題となっていることなど、フリー形式で実施。 

   会員減少や研修参加人数の減少、理事等の役員選任についてなどの議論が交わされた。 

   グループワーク終了時に幾つかのグループより発表を行い、全体共有。 

   下記の内容を全体共有 

   ・新潟県協会坂詰会⾧より、役員の選出は難しい。事務局は２年任期２年で回している。今後

２０年先まで事務局は決定している。 

   ・大分県協会脇坂会⾧より、研修に出席できないので退会するという方がいた。養成校である県内 



の大学と関係作りをしている。 

   ・鳥取県協会中瀬会⾧より、理事の報酬制について、交通費・弁当代の支弁程度だったが、研修 

チームの負担感あり。副業になるのではという意見もあり、金額の妥当性に課題あり。 

    協会の運営に若手から意見が出てくる仕組みがあれば。意見が決まったメンバーの傾向。 

    会議を定期としていない県もある。会議は集合形式にした方が良いという意見もある。理事会の 

開催時間を遅めに設定していたり、土曜日開催とするなど工夫をしている。 

石川県協会の組織率が高い。 

   ・滋賀県梶原副会⾧より、研修企画などが話題となった。当事者意識を高めるため、学会を年１ 

回開催している県あり、実行委員を募って開催している。部会を作り、協力員を募集している県も 

ある。理事の選任は苦労している県が多い。 

   ・北海道協会不動副会⾧より、会員数・理事数も違うところを共有できた。理事の費用が出ている 

ところと出ていないところあり。理事が研修講師を務める場合、謝金あり。 

理事が少数の場合、研修講師は外部委託することで理事の負担軽減につながる。 

   ・⾧野県協会杉野会⾧より、どのように次代のソーシャルワーカーや理事を育成していくかに関して、 

大きな大会を経て、一体感が出るとの意見が出た。 

災害支援に関して、令和元年台風 19 号災害の際、医療ソーシャルワーカーとして実施しした支 

援について、医療ソーシャルワーカーが DMAT と一緒に活動し、医療ソーシャルワーカーが患者に 

合わせた搬送先を探す支援を行った。被災者を受け入れた病院から次の病院への二次搬送の搬 

送先決定を医療ソーシャルワーカーが担った。次に備えたい。 

   ・司会浦川会⾧より、今回、困っていることを共有した。ネガティブな話題が多いが、災害支援の話し 

から、我々が目指すもの、やらなければならないことは何なのか考えることができた。 

 

6. 各部会の報告 

  実習マニュアル部会 新潟県協会坂詰会⾧より現状の説明。 

                    新カリキュラムを意識してブラッシュアップ(実習マニュアル 2023 年度 8 月版) 

               １１月１２日(日)大阪市にて参集式で実習プログラミングワーキングを開催 

する案内あり。 

既にプログラムを作っているところがあると思うので、プログラムを持ち寄ってほしい。 

 

７．会⾧会メーリングリストについて 

   事務局西田理事より、現在、メーリングリストにて案内の送付などを行っているが、案内が届いてい 

ないことがあるなど、現状を報告。 

ビジネスチャットの活用など、調べたが、フリーでの利用になると、制限が多い。契約し、有料で利用 

する場合、参加人数多く、多額の費用を要し、現実的には難しい。 

引き続き、ご意見を募りたい。 

 

８．各県協会からの報告 

  ・新潟県協会坂詰会⾧より、新潟県において、ソーシャルワーカーデーを３団体で開催しており、今 



年度１０回目の開催となった記念冊子の報告あり。 

  ・大分県協会脇坂会⾧より、第５９回九州医療ソーシャルワーカー研修会おおいた大会に関する案 

内あり。 

 

９．全国大会について 

  ・2024 年大分大会について、脇坂会⾧、今尾実行委員⾧より、開催案内あり。 

2024 年 6 月 15 日（土）～16 日（日） 

会場 J:COM ホルトホール大分（ハイブリッド開催） 

大会テーマ:『近未来型の MSW を追う～新時代のエントランスに立って』 

   MSW 応援ソングを集めよう!プロジェクトの案内と大会広報動画の放映あり。 

 

10. 閉会挨拶 

  （一社）静岡県医療ソーシャルワーカー協会 会⾧／ 

全国医療ソーシャルワーカー協会会⾧会 代表 中村敬 

 

 

事務局:西田・清野 

 


